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ですから、あなたがたは癒やされるために、互いに罪を言い

表し、互いのために祈りなさい。正しい人の祈りは、働くと

大きな力があります。

       　　　　　　　　　　　　　　ヤコブ５章１６節

年間聖句
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「 満たして下さる方」

「 あなたの瞳」

聖歌２５３番「 めぐみあふるる」

創世記１章２６節～２７節

「 神の形に似せて造られた人間」

聖歌５７８番「 主の愛のながうちに」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムと

昼食のご用意もあります。
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創世記１章２６節～２７節
26、 神は仰せられた。 「さあ、 人をわれわれのかたちとして、 われわれの似姿に造ろう。 こうし

て彼らが、 海の魚、 空の鳥、 家畜、 地のすべてのもの、 地の上を這うすべてのものを支配する

ようにしよう。」

27、 神は人をご自身のかたちとして創造された。 神のかたちとして人を創造し、 男と女に彼らを

創造された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「聖書引用個所」
創世記　3 章 4 ～ 6 節

4, すると、 蛇は女に言った。 「あなたがたは決して死にません。

5, それを食べるそのとき、 目が開かれて、 あなたがたが神のようになって善悪を知る

者となることを、 神は知っているのです。」

6, そこで、 女が見ると、 その木は食べるのに良さそうで、 目に慕わしく、 またその木

は賢くしてくれそうで好ましかった。 それで、 女はその実を取って食べ、 ともにいた夫

にも与えたので、 夫も食べた。

コロサイ３章５節～１１節

5, ですから、 地にあるからだの部分、 すなわち、 淫らな行い、 汚れ、 情欲、 悪い欲、

そして貪欲を殺してしまいなさい。 貪欲は偶像礼拝です。

6, これらのために、 神の怒りが不従順の子らの上に下ります。

7, あなたがたも以前は、 そのようなものの中に生き、 そのような歩みをしていました。

8, しかし今は、 これらすべてを、 すなわち、 怒り、 憤り、 悪意、 ののしり、 あなたが

たの口から出る恥ずべきことばを捨てなさい。

9, 互いに偽りを言ってはいけません。 あなたがたは古い人をその行いとともに脱ぎ捨て

て、

10, 新しい人を着たのです。 新しい人は、 それを造られた方のかたちにしたがって新し

くされ続け、 真の知識に至ります。

11, そこには、 ギリシア人もユダヤ人もなく、 割礼のある者もない者も、 未開の人も、

スキタイ人も、 奴隷も自由人もありません。 キリストがすべてであり、 すべてのうちに

おられるのです。

「神の形に似せて造られた人間」 
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                 

 

 

 

 



今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2024 年 6 月 26 日御言葉
コリント人への手紙 第一　1 章 27 ～ 29 節
27、 しかし神は、 知恵ある者を恥じ入らせるために、 この世の愚かな者を選び、 強い者を恥じ入
らせるために、 この世の弱い者を選ばれました。
28、 有るものを無いものとするために、 この世の取るに足りない者や見下されている者、 すなわ
ち無に等しい者を神は選ばれたのです。
29、 肉なる者がだれも神の御前で誇ることがないようにするためです。
聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●アインシュタインが語った有名な言葉にこんな言葉があります。
「挫折を経験したことが無い者は、 何も新しい事に挑戦したことが無いということだ」
と語ったそうです。
ドキッとさせられますね。 挫折を避ける生き方を私たち人間は選びがちな気がします。 挫折を避け
て生きたときは、 本当のありがとうも感謝も出てこないのかもしれません。
この手紙の著者であるパウロも、 大きな挫折を経験して、 神様の愛を知り、 自分の考えと違う人
を排除し迫害する人から、 弱さを覚える人を愛し、 使える人へ変えられています。
　ありがとうは、漢字で書きますと 「有難う」 と書きます。 その意味は、「難が有る」 ということです。
挫折を経験し難が有るからこそ、 挫折を乗り越えた後に、 こころから 「有難う！」 難が有ったけど、
神様乗り越えさせてくださり感謝します！難が有った！ありがとう！と言えるということですね。
　私たち人間は誰でも何かを初めて挑戦するときは失敗はつきものです。 しかし、 失敗したくない
と思うこだわりの先には、 自分は失敗しない立派な人だと人に認めてもらうことに必死になってい
るのかもしれません。 その結果、 この聖書の時代のユダヤ人たち （回心前のパウロ） も、 自分に
正直になれず、 律法を守れない時も、 その守れなかった自分を隠し、 自分を立派に見せることに
必死になり、 その結果、 正直に罪を認めて告白している人を見下し隣人を傷つけ、 自分を必死に
神の律法を守っている立派な正しい人だと見せつけ、 自分を守っていたのかもしれません。
しかし、 神様は、 自分で自分を必死に大きく見せる人を評価されたのではなく、 自分の弱さ、 罪
深さを正しく知り認め助けを求めている人たちに寄り添い、 罪を認めた者の罪を代わりに背負い赦
し、 その人の持っている良い所をさらに成長させて下さるお方なのです。
自分の難 （罪） を知ることは、 私たちが高慢になり、 神のように威張り罪を犯さないようにするた
めに、 神様が教えて下さってことと言えるかもしれません。
しかし、 人間は、 自分の難 （罪） を隠し、 無難に生きることこそが本当の幸せと勘違いしてしまう
のかもしれないですね。 そのように罪を隠して生きる時、 私たちは神様から与えられる自分自身の
理解を超えた神の恵みを受け取ることにはつながらないのです。

今日の聖書の言葉は、 自分の弱さを正しく知ることの大切さを語っています。 回心する前までは、
イエスキリストの愛を伝える弟子たちを迫害していた人でした。 そんな律法の専門家であったパウロ
が、自分の難 （罪、弱さ） を知り、絶望に落ちたときに、イエス様の愛に出会い、赦される経験をし、
救われ、 愛にあふれる人へと変えられたのです。
パウロは、 律法の専門家で、 よく勉強していました。 人に打ち勝ち認めてもらうことに必死だった
のかもしれません。 その努力と知識を蓄えた自身の結果は、 誰かを助けるどころか、 沢山の人を
裁き、 傷つけ高慢になっていたのです。
　しかし、 そんなパウロは、 神様に打たれ自分の弱さを知り、 イエスキリストの愛を通して助けられ
る経験をしました。 そのことこそが、 パウロにとって宝となり自分の罪を知り、 回心へと導かれた
のです。 とてつもなく恥ずかしい難をパウロは経験しました。 しかしそのことを通して、 神様の愛を
知り、 その後神様に選ばれ、 用いられる人となったのです。
　肉なる人間である私たちが、 誇ることがないために、 私たちには、 弱さが与えられています。 そ
の自分の弱さを隠すのではなく正しく知り、 神様の前にその弱さを差し出すことこそが、 私たちの
成長につながることを忘れない者でありたいです。
では今日の一日も、 神様の愛を素直に受け、 心から神様に 「有難う」 と感謝して歩める者であり
たいです。

原市場聖書教会
若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 6 月 26 日（水 )

 6 月 23 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    4+0 人    4+3 人   7+4 人  22（15+7）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会     　　　   2+0 人　 3+0 人　　 5(5+0) 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（７月７日〈日〉）

司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁

聖　　書 ： 創世記２章１８節～２５節、

説　　教 ： 「人が一人でいるのは良くない」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「イェスにゆだねて」 「主イエスの十字架の血で」

　　　　　　　　聖歌３９６、 聖歌４４２、 教会福音賛美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 戸口貴夫兄

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
7 月 7 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:007 月 3 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム。　昼食会
☆午後青年賛美集会に向けて賛美練習会。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

●礼拝後お昼ご飯をご用意しています。 大人２００円、 小学生１００円、 幼児無料。

●７月１４日 （日） １４時から　原市場聖書教会にて青年賛美集会があります。

●７月２１日 （日）　洗礼式を行う予定です。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ７月２日 ~ ７月５日 （火～金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

集会はお休みです。7月 2日 (火）

・ ７月１日 （月） 東京プレイヤーセンター奉仕 （場所 ： お茶の水）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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